
研究開発の概要（畑地かんがい用パイプライン除塵装置の開発）

1 ．研究開発の概要

農業用水はその水源を河川、ダム、溜池等に直接求めるため、送水管内には種々の

ごみ等の異物が含まれている。

この異物を取り除 くため、送水途中に種々の除塵施設を設けている。

従来の除塵施設は部品の分解などごみの除去等の労力を要 しているので、容易に操

作ができ、労力の軽減に資する除塵施設を開発する。
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新技術実証調査・試験報告書（実証試験計画の概要）

新技術の名称 畑地かんがい用パイプライン除塵機の開発 事業主体 九州農政局

事業名 官民連携新技術研究開発

事業

地区名 上場竹木場地区 担当者

新技術の区分 1 工法 2 材料 ③製品 4 機械 5 その他 実施工期 平成 9 年 4 月

～平成 1 2 年 3 月

工事件名 新技術 に係

わる工事費

新技 術 の 概 要

パイプライン等に混入されるごみ等を取り除くため、従来用いられた除塵施設を簡単なハンドル

操作等により、金網を急激に振動させることにより容易に剥離できるように改善し、かつより維

持管理の容易な施設を開発する。

実証調査試験項目 調査試験方法 備考

（ 1 ）除塵機の 1 次庄、 2 次圧の計測

（ 2 ）除塵機の前後の差圧の計測

（ 3 ）流量

（ 4 ）下流の減圧弁の圧力測定

（ 5 ）ごみ集積状況の確認

（ 6 ）操作性の確認



新技術実証調書（従来技術との比較）

1 ．新技術の名称 畑地かんがい用パイプライン除塵機の開発 2 ． 工事件名

3 ．実施地区 上場竹木場地区

従来製品 新技術による製品

1 ．製品価格

別紙 結果、効果（総合評価比較表） 別紙　 結果、効果（総合評価比較表）

2 ．維持管理費

別紙 結果、効果（総合評価比較表） 別紙　 結果、効果（総合評価比較表）

3 ．施工性

別紙 結果、効果（総合評価比較表） 別紙　 結果、効果（総合評価比較表）

（同等） （同等）

保護工内又は他機場内陸上 保護工内又は他機場内陸上

4 ．施設の機能

設置しても管理が面倒なので放置する場合が

あり、うまく機能しない

管理が容易なので常に十分な機能を発揮する

5 ．発注方法の検討
① 適用歩掛り ④　 適用歩掛り

別途個別見積 別途個別見積

②　 特許の取扱い ⑤　 特許の取扱い

有り 名　　 称 ：自噴洗浄による濾過装置

③　 契約方法 出願番号 ：特願平 07－199388

配管工事、保護工工事に付属 ⑥　 契約方法

配管工事、保護工工事に付属
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【 設計参考資料】

導入に向けた留意点 （選定システム）

除塵機の選定に当たっては、下記の選定システムによって、水腹、幹線系、支線系、途中の調整

施設、末端の施設等を総合的に、検討して、最良の機種を選定する

除塵装置の体系

アウトライン形

匡⊇亘互頭

バースクリーン式、ネットスクリーン式、濾過スクリーン式

臥ワイヤーネット式、／てンチングメタル式
l ■‾ ■ ‾ ■ ‾ － ‾ ● ‾ ●‾ ● ‾ ■ ‾ ‥ ‾ ■ ‾ ■‾ 、 ‾ ● ‾ t ■ ‘■ ， ■ ● ● ■ － ● ● ● － ■ － ● ■



除塵装置選定手順

幹線パイプライ ンの形式 中間水槽のあ り、なし

J 開水路のあり、なし
ファームボンドのあり、なし支線系水路パイプラインの形式 ポンプ加圧あり、なし

J 圧力、流量制御装置あり、なし

ストレーナの設置位置の遠 上流、中流、末端

J 設置場所の立地条件
末端施設の形式 スプ リンクラー

J 給水栓
ドリップリップあ り、 な し末端 ス トレーナ の設固

J



喋

柁
襟
…樵

喋
潅
桝

喋
潅
缶

J
炎
欄

d
h

互
欄

d
h

曳

≠
三

－ト
ナ
コ
巴
戦

1

1卜

心

八

「
こ
い
ぺ

‥

ト




